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9月・10月の原画）

　今回は書道の邦友会さんが行っていた
「第24回邦友会書展」へおじゃましてき
ました。
　邦友会は平成7年に設立され、現在会
員は30名程度。長い方は10年ほど続け
られているそうです。小学生への指導も
行い、先生のご自宅や吉田方・小鷹野の
市民館で教室を開いています。この「邦
友会書展」は初めの4年間はギャラリー
48で、それ以降は豊橋市美術博物館で
行っているそうです。
　原田先生は幼少期から茶道・華道・書
道を習っており、結婚される際に「書の道
でやっていこう」と決心され、ご主人も快
諾。結婚されてからは自宅で空いた時間
に練習をされていましたが、下のお子さ
んが保育園に通い始めてから書道塾に
通い始めたそうです。しかし、「水野精一
先生という先生の字がとても好きで、どう
しても水野先生に教えてもらいたいとい
う気持ちから書道塾を出て東京に行く決
意をしました。書道塾の先生には『出て
いけ！』と叱られてしまいましたが、主人は
『才能があれば男も女も関係ない』と後
押ししてくれました。それでもやはり…と
新幹線を2本見送り迷った末東京へ。そ
の時に新幹線から見た富士山は雲一つ
なく、とても美しくて『やはり間違ってい
なかった』と思わせてくれました。」と感
動的なお話を聴かせてくださいました。
水野先生の元を何度も訪ね「弟子にして
ください」とお願いするも、「自分でやっ
ていきなさい」と…最後には「待てます
か？」と言われ、帰ってきたそうです。この
時ご主人は「水野先生はおまえを見捨て
はしない」と励ましてくださったそうです。
　そして設立した邦友会。当時高校生だ
った息子さんが「邦」という字が好きで名
付けたそうです。「『豊橋一になるね！』と
息子に言うと『いや、違うよ』と。『じゃあ、
愛知一になるね！』と言うと再び『いや、違
うよ』と。『じゃあ、日本一になるね！』と言
うと息子は『お母さん、違うよ、世界一だ
よ！』と言ってくれて、迷っていた心が晴
れました。」と、とても素敵なお話を聴か
せてくださいました。
　邦友会を設立して7年経った頃に水
野先生から「明日、目黒の日本書道専門

学校で錬成会がありますが、来られます
か？」と連絡があり「行きます！」と即答さ
れたそう。「今、水野先生に見放されたく
ない！」という気持ちから毎週通ったそ
うです。水野先生が亡くなられてからは
そのお弟子さんにつき、しばらく東京に
通っていたそうです。その後フランスの
「ル・サロン」という芸術家協会に2度出
品し、2回とも入選を果たされたそうで
すが、「『本当に自分が入選したの？』と信
じられなくてフランスのグラン・パレまで
ひとりで見に行ったんです。」と笑いなが
ら話されていました。
「『書が好き』ということが原点であり
エネルギーですね。どの先生にもつかず
に会を設立したのでとにかく手探りで必
死でした。水野先生にご連絡をいただく
までの7年間、何も頼るものがなかった
ので強くなりましたね。でも、書をやめる
辛さの方が書を続ける大変さよりも大き
いと思ったのでなんとかやってこられま
した。書に限らず、何か身につけると強み
になりますし、何か嫌なことがあっても乗
り切れますよね。書道塾の先生に『出て
いけ！』と叱られたから『負けるものか！』
という意地、というか、強い意志のような
ものがありました。だから、書道塾の先生
には感謝しています。」と、力強さを感じ
るお話を伺いました。「私は書の型には
とらわれません。変わったものや、表現す
ることが好きです。例えば、『りんご』なら
その字で『りんご』を表現するんです。この
『仏

ぶ っ し ゅ か ん

手柑』はここが『ふ』でここが『つ』で
…」と原田先生ご自身の作品の解説もし
ていただき、より作品の素晴らしさを感じ
ることができました。会員募集されている
そうですので、ご興味のある方はぜひ事
務局まで。

［発行所］（公財）豊橋文化振興財団（PLAT内）
［連絡先］豊橋市西小田原町123

TEL（0532）39－5211　FAX（0532）55－8192

　長く続いた梅雨が明け、蒸し暑い夏がやって来ました。蝉の大合唱にも慣れた頃ですが、気づけば秋が近づいてきていま
す。今年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により様々な催し物が中止となってしまいましたが、開催できる催し物は3
密を避けながら愉しみましょうね。今号では豊橋文化祭開会式典やお月見会、豊橋総合いけばな展［秋］などについてご紹介
します。

邦友会
「書が好き」というということが
原点でありエネルギー！
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第47回お月見会（ステイホーム） 豊橋総合いけばな展のご案内
　豊橋総合いけばな展では歴史ある各流派の作品の数 を々お
楽しみいただけます。ぜひご来場ください。

と　き◦令和2年10月17日（土）・18日（日）10時～16時
ところ◦豊橋市民文化会館2階展示室
▶出瓶団体／小原流、南宗流、真生流、日本生花司松月堂古

流、花芸安達流、日本華道松月、天生流、嵯峨御
流、華道家元池坊（順不同）

▶入場料／無料
▶問合せ／（公財）豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

　毎年「中秋の名月」の日に開催している「お月見会」です。「月」
をテーマに俳句・短歌・川柳を作る催しです。当日は会場として三
の丸会館を午後8時まで開放しますが、今年は新型コロナウイル
ス感染症拡大にともない、極力ステイホームで詠んでいただくよう
お願い申し上げます。例年行っていたお抹茶の提供時間の延長
や和楽器演奏もありませんが、それぞれの家から見える月の美しさ
に想いを馳せ、俳句・短歌・川柳を詠んでぜひ投稿してくださいね。

と　き◦令和2年10月1日（木）17時～20時
ところ◦三の丸会館（豊橋公園内）

※極力ステイホームでお願いいたします。
部　門◦俳句の部、短歌の部、川柳の部
▶投稿用紙／三の丸会館、豊橋市民文化会館、PLATにて配布
▶投稿期間／ 10月1日（木）～７日（水）
▶投稿方法／お月見会当日または投稿期間中、三の丸会館に

設置の投稿箱にお入れいただくか、官製はがきで
三の丸会館までご郵送ください。

【昨年特選作品】
川柳の部：立ち直る兆しが見えて気付く月　  松井則雄
俳句の部：名月や保線工夫の影あらは　　  大河美智子
短歌の部：相槌の聞こえる距離に夫と居て

 靜かにのぼる名月を待つ 神藤生子

　1970年代のソウルを舞台としたこの小説は、韓国で40年
以上に渡るロングセラー、ベストセラーとなっている。著者の
チョ・セヒは軍事政権下の韓国でこの小説を執筆した。政府
と資本家による急激な経済発展が進む一方で、生産性のみ
が重視され人間性が踏みにじられる。この物語はそのような
時代を背景に、最下層で生きる労働者、差別と偏見に晒され
る障害者、彼らとは真逆の生活を送る富裕層、富裕層に憧れ
る中間層、それぞれの視点から多層的に人間の欲望、生へ
の欲求、虐げられた者たちの怒りと悲しみを描いている。
　物語の軸となる「こびと」一家。父親は身体障害者で「こび
と」だ。彼らの周りには「いざり」「せむし」といった登場人物
がいる。彼らはスラムの再開発により強制的に住む場所を
追われる。「こびと」の長男は工場で過酷な労働を強いられ、
「人間として扱われる」ことを求め抵抗運動に傾倒していく。
　息子をエリートコースに乗せようとする父親に反発する
青年ユノは、労働者問題に関心を持ちながらも何も行動を
起こせず無力感と諦めを抱えて生きている。ユノが出会う財
閥の娘は、慈善的な運動に関わりながらも現実に起こってい
る悲劇を知ろうとはしない。
　異なる境遇の登場人物たちによって語られる物語は、幾つ
もの短編小説として書かれている。訳者のあとがきには、そ

れらは複数の雑誌や新聞に散発的
に発表されたとある。理由は検閲を
免れるためだ。長編として連載し発禁
となれば続きを書くこともできない
が、短編であればその被害を最小限
にできると考えたからだという。この
手法が小説全体に独特の構造と面
白さを与えている。搾取する側とされ
る側、差別する側とされる側、同じ世
界にいながら分断されている人々の
物語は別々でありながら全てどこかでつながっている。
　物語は暴力的とも思えるほど過激だ。しかしそれを語る言
葉は深い詩情に満ち、悲しく、美しい。隣国の過去を描いて
いるが、日本の過去のようでも現在のようでもある。巧妙に
隠されてきた格差が既に露わとなり、様々な制度破綻と新た
な分断が始まっている今、この小説は人間の尊厳について、
私たちに改めて問いを投げかける。
　最後に一人の高校教師が生徒たちにこう話す。「叫ぶのは
いつも死者だけなのか？さあ、もう時間だ。地球で生きようと、
他の惑星で生きようと、我々の精神はいつだって自由なのだ
よ。」。この「自由」を、今私たちは守ることができるだろうか？

『こびとが打ち上げた小さなボール』
チョ・セヒ 著、  齋藤真理子 訳　河出書房新社

愛知大学　文学部　現代文化コース　メディア芸術専攻特任教授
吉野さつき

（公財）豊橋文化振興財団主催・共催事業 催し物中止・日程変更のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症拡大にともない下記の催し物が中止・日程変更になりました。大変申し訳ございませんが、何卒、ご理解のほど
よろしく申し上げます。

　私は元々強健な身体ではなかった
が、定年後は健康第一を優先とし、生涯
趣味を持って生きることにしている。
　まず、体力を保持するには散歩が一番
と考え、近くの公園の周囲を歩いたり、時
には少し離れた桜ケ丘公園（豊橋市東田
町字北蓮田）へも行くことにしていた。
　平成10年頃に公園で散歩していた
時、今は故人となってしまった元東海日
日新聞社社長の長谷川哲男氏と偶然出
会った。それ以来、単に挨拶を交わすだ
けでなく、時事問題などについて話をす
るようになった。
　確か平成11年の秋であったが、長谷
川氏と私が挨拶を交わしていた時、丁度
桜ケ丘公園の一隅にある道知辺（みちし
るべ）稲荷神社の門前に篤志家による
新たな鳥居二基が奉納され、その関係

者が集まっていた。
　近隣の住民にも親しまれたこの稲荷神
社の謂

い わ

れについては、各種文献を参照し
ていただくとよいが、私はその後、長い間
桜ケ丘公園へ散歩することはなかった。
　今春に桜見物を兼ねて久しぶりに出掛
けてみると、門前にあるはずの朱の鳥居
が三基ともすべて無く、土台だけが剥き出
しになっていて、唯々驚くばかりだった。
　稲荷様を崇め奉るには甚だ残念…校
区の人々が中心となって朱の鳥居が再
建されることを望むばかりである。
　私にとっても朱の鳥居のある道知辺
稲荷神社を中心とする桜ケ丘公園は、
長谷川氏との出会いの場であり、彼から
多くの教訓を得た思い出の地でもある
が故に、個人的に感慨深いものがある。

豊田俊充

「朱の鳥居の思い出」
—道知辺稲荷神社－

【中止】
◦9月６日（日）茶道クラブ月例茶会（担当 表千家清和会）
◦9月27日（日）伝統文化こども発表会
◦9月30日（水）～ 10月4日（日）第53回表装美術展
◦10月18日（日）愛知県民茶会
◦10月25日（日）第63回邦楽大会　詩吟の部
◦11月1日（日）第63回邦楽大会　民謡・大正琴・三味線の部

 筝曲・長唄・尺八・小唄の部

◦11月8日（日）第63回邦楽大会　日本舞踊の部
◦11月11日（水）第52回コーラスのつどい
◦11月15日（日）第63回邦楽大会　民踊・新舞踊の部
◦1月24日（日）第49回小中学校教職員チャリティーコンサート

【日程変更】
◦10月4日（日）吟剣詩舞道大会：9月27日（日）に変更

豊橋文化祭2020年10月～ 11月
文化祭開会式典を開催します。

　10月、11月は豊橋文化祭月間として、いけばな展や音楽連盟コンサートなど様 な々行事が行われます。豊橋市及び豊橋文化振興財団
では、その幕開けとして9月26日（土）に開会式典と記念公演を行います。式典では、豊橋の文化振興に関して顕著な功績を残した方に贈ら
れる豊橋文化賞、そして今後の地域文化振興に大きく貢献することが期待される方に贈られる豊橋文化奨励賞などの贈呈式を行います。

　とき◦令和2年9月26日（土）14時～　　　ところ◦豊橋市民文化会館ホール

▶オープニング公演／日本壮心流
▶表彰／豊橋文化賞及び豊橋文化奨励賞、地域文化振興活動功労賞及び郷土文芸作品
▶記念公演／豊橋交響楽団によるアンサンブルコンサート
▶入場料／無料（要整理券）
▶整理券配布／ 9月1日（火）から豊橋市役所「文化のまち」づくり課、豊橋市民文化会館、穂の国とよはし芸術劇場1階窓口にて配

布します。
▶問合せ／（公財）豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）



豊橋文化　2020年8月発行
市内文化団体主催および豊橋文化振興財団が
後援する催し物を中心に掲載しています。掲載
のご希望は、問合先までご連絡ください。※この予定表は予告なしに変更になる場合がありますので、事前にお確かめください。入場料は前売料金。
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第774回邦楽鑑賞会
　時間◦17時30分～　場所◦豊橋市民文化会館ホール　入場料◦無料
　内容◦市内邦楽団体による披露
西村能舞台稽古　参加者募集中
　時間◦14時～　場所◦西村能舞台
令和2年度　豊橋総合動植物公園秋の写生大会 …………………………… 10月11日（日）まで
　内容◦豊橋総合動植物公園に来園した幼稚園、保育園、認定こども園の園児並びに小学生、
　中学生の児童生徒を対象とした写生大会
東陽ふれあい音楽会「EAST MEETS WEST LIVE　箏とピアノのやさしい音楽」
　時間◦10時開演（9時30分開場）　場所◦東陽地区市民館　参加券◦500円
　出演◦箏：杉浦充　ピアノ：鈴木直己
豊橋文化祭開会式典
　時間◦14時～　場所◦豊橋市民文化会館ホール　入場料◦無料（要整理券）
　内容◦豊橋文化賞及び豊橋文化奨励賞、地域文化振興活動功労賞及び郷土文芸作品の表彰ほか、記念公演
令和2年度豊橋吟剣詩舞道大会
　時間◦10時開演（9時開場）　場所◦豊橋市民文化会館ホール　入場料◦無料
　内容◦豊橋市内の7流派250名による詩吟、剣舞・詩舞の発表
西村能舞台稽古　参加者募集中
　時間◦14時～　場所◦西村能舞台
桜丘学園吹奏楽部特別演奏会
　時間◦13時30分開演（13時開場）　場所◦ライフポートとよはしコンサートホール
　入場料◦1,000円　内容◦桜丘学園吹奏楽部とOB会による吹奏楽演奏会。第一部はクラシックステー
　ジ、第二部はゲストを招いたステージ、第三部は子どもから大人まで楽しめるポップスステージ。
東陽ふれあい音楽会「ワインとドナウの国ハンガリーより♪ ハンガリー音楽の旅 ピアノとアコー
ディオンで楽しむ東欧の調べ」
　時間◦10時開演（9時30分開場）　場所◦東陽地区市民館　参加券◦500円
　出演◦Emi&Alpakka（エミ＆アルパカ）　ピアノ：久野絵美　アコーディオン：チョルダーシュ・ジュラ

第47回豊橋市民お月見会
　時間◦17時～ 20時　場所◦豊橋市三の丸会館
　内容◦「月」をテーマに俳句・短歌・川柳を作る催しです。
第775回邦楽鑑賞会
　時間◦17時30分～　場所◦豊橋市民文化会館ホール　入場料◦無料
　内容◦市内邦楽団体による披露
映画「二宮金次郎」豊橋上映会
　時間◦10時～、14時～、17時30分～（各回とも30分前開場）　場所◦豊橋市民文化会館ホール
　入場料◦1,000円　内容◦映画「二宮金次郎」の上映会。「UD Cast」（字幕付き）など障がい者
　への対応あり。
第45回作陶展 ………………………………………………………………………… 11日（日）まで
　時間◦9時～ 17時　場所◦豊橋市民文化会館展示室　入場料◦無料
　内容◦出品者30名程度、出品点数約80点の展示会
東陽ふれあい音楽会「世界を旅する音楽～時間旅行～　ギターとバイオリンとオーボエ」
　時間◦10時開演（9時30分開場）　場所◦東陽地区市民館　参加券◦500円
　出演◦sforzando（ギター：田茂井晋裕　5弦バイオリン：鈴木健一郎　オーボエ：堀かづみ）
東陽ふれあい音楽会「二胡で奏でる秋真っ只中　歌うように♪踊るように♪」
　時間◦10時開演（9時30分開場）　場所◦東陽地区市民館　参加券◦500円
　出演◦二胡：中村ゆみこ　ピアノ：水谷善郎　パーカッション：マッスグ 
豊橋総合いけばな展［秋］ …………………………………………………………… 18日（日）まで
　時間◦10時～ 16時　場所◦豊橋市民文化会館展示室　入場料◦無料
　内容◦市内9流派による合同花展
サボテン展 ……………………………………………………………………………… 18日（日）まで
　時間◦9時～ 17時　場所◦豊橋市民文化会館展示室　入場料◦無料　内容◦サボテンの展示会
日曜短歌会
　時間◦13時～　場所◦豊橋市民文化会館第7会議室
西村能舞台稽古　参加者募集中
　時間◦14時～　場所◦西村能舞台
水曜短歌会
　時間◦13時～　場所◦豊橋市民文化会館第7会議室
第50回俳画展 …………………………………………………………………… 11月1日（日）まで
　時間◦9時～ 17時　場所◦豊橋市民文化会館展示室　入場料◦無料
舞踊龍城流発表会
　時間◦11時30分開演（10時開場）　場所◦豊橋市民文化会館ホール　入場料◦無料
　内容◦舞踊龍城流による舞踊発表会
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催し物スケジュール 9月〜10月
豊橋の文化活動―アーカイブス②

　豊橋文化振興財団の前身である豊橋文化協会は、
戦禍で焼野原となった郷土豊橋に一坪の花園をつくろ
うと、愛知県商工経済会支部長の神野太郎氏を中心
に有志が集まって昭和21年2月23日に豊橋市立図書
館で発会式をあげて発足しました。
　戦争が終わって解放されましたが、家や食料や着る
ものもなく、暗い不安のどん底のなかで市民は生きてゆ
く心の糧を求めていました。
　焼け残った経済会支部の片隅に、机と椅子を借りて
事務所を開きました。
　記念すべき最初に行った文化事業が2月24日に開か
れた「レコード・コンサート」でした。会場となった図書館
ホールの3階の窓からリストの《レ・プレリュード》やメンデ
ルスゾーンの《バイオリン協奏曲》が、廃墟となった町中
に響きわたっていたそうです。
　この「レコード・コンサート」は、会場を吉田会館や豊
橋商工会議所、商工貿易館や文協会館（石塚緑風
荘）などに移して、様 な々ジャンルを対象に開かれるよう
になり、昭和37年3月9日の第560回「ジャズ」まで続けら
れました。
　以後、「レコード・コンサート」は豊橋市主催事業となり
豊橋市図書館に引き継がれ、平成3年より「ＳＰレコード・
コンサート」として豊橋市中央図書館で新たにスタート
し、平成26年11月１日の第24回まで開催されました。

　豊橋文化通巻345号(昭和30年5月1日)に掲載された豊橋文化協会10年の歩みを題材とした「初年度の行事
（二）」の記事のなかで、西進策（河合陸郎）が次のように述懐しています。
　「…昭和21年といえば豊橋文化協会がまだ正式に発足したばかりの年である。創立総会を開いて正式に発
足したのが昭和21年2月23日であることは既に、前に記した通りである。当時の豊橋は、現在の豊橋駅あたりか
らズーッと市内を見渡すと何ものも目をさえぎるものがなく、東田の坂上まで眺めることができたものである。大きな
建物といえば焼けのこった豊橋市公会堂と額ビルぐらいのものであった。余熱冷めやらぬ市街に復興気分にみ
なぎりたった市民がせっせとバラック建設に真っ黒になって働いていた。ものの値段がまるっきりかわってきた。つ
い昨日まで5銭か10銭であったものが5円10円となって、なんだかだまされていやしないかと思う程物価が日増し
に、丁度、羽が生えてとびたつようにあがっていった。タバコや食糧、衣類の配給に目の色をかえて、どこの配給
所にも延 と々長蛇の列をつくっていた。そして、その人たちはみんな青しょびれていて疲れきっていた。各家庭で
は配給やヤミで仕入れた玄米を一升ト
ックリのなかへいれてコツコツと搗いた
り、タバコ巻き器なんてチャチな道具を
つかってイタドリと称したタバコまがいの
ヘンな葉っぱを丹念に巻いていた。タバ
コを巻く紙もいいのがないというので、
辞書類の紙が使用された。戦争中盛ん
に売れたマレー語辞典などというもの
が、惜しげもなくつぶされて家庭用の巻
きタバコの紙につかわれたのもこのごろ
であった。思えば淋しい、悲しいころで
あったのだが、よくもこれだけの仕事（文
化協会事業）をしてきたものとまことに感
慨深いものがある。」

～豊橋文化協会発足の頃／レコード・コンサート～
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第22回ＳＰレコード・コンサート会場風景

焼野原と化した豊橋市街

豊橋市公会堂（左）と豊橋市立図書館（右）


